
 

 

 

 

 

 

半身不随・身体強健？（下半身） 

 この「ヒライ信」のネタも、そろそろ頭打ち、何か手がかりを見つけていたら、この「からだ

ことば」で命拾い。前回に続き「からだことば」の下半身の登場です。 

「からだことば」は、６００３もあるが、中でも一番多いのが「手」で 668 もある。続いて「目」

（５７１）「口」（３４５）「頭」（２２８）「身」（２７１）で、これらを支えている「足」

は２２０と少ない。そこで、「足」が「手」をはじめ他の部位に対して「からだことば」で文句

を付いた。下半身の「からだことば」目一杯出鱈目に蛇足ながら腹一杯紙面に散りばめました。 

手間をかけた割に、尻すぼみですが、これで手仕舞いにします 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
•足が重い•足が地に付かない•足が付く•足が出る•足が遠のく•足が早い•足が棒になる 
•足が向く•足蹴にする•足に任せる•足元から鳥が立つ•足元を見る 
•足を掬う•足を取られる•足を引っ張る•足を踏み入れる•足を棒にする 
•手足を伸ばす•揚げ足を取る•後足で砂をかける•烏の足跡 
•浮き足立つ•二の足を踏む•足が奪われる•足が乱れる•足を向ける 
•足をすくう•足を空•足を出す•足を使う•足を抜く•足を伸ばす•足下から鳥が立つ 
•足下に付け込む•足下に火がつく•足を重ねて立ち、目を側てて視る•足下の明るいうちに 
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やい！「手」をはじめ手前たち 

「足」が下にあるからといって 

下足と足下を見るな！足蹴にするな 

言葉の数では「手」「目」「口」「頭」

には、足元にも及ばないが、俺は手

強いぞ。お高くとまった「頭」に頭

にくる、私腹を肥やす「腹」に腹が

立つ、騒ぐ「胸」に胸糞が悪い、 

重い「腰」の腰ぬけめ！ 

 「臍」のへそ曲がり。 

この俺に足を向けてねるな。 

後足で砂をかけるな 
 

 

悪事から足を洗った 

あっしは「足」です。 

玄人裸足の足技で、一足飛び

に、二の足踏まず、二足のわ

らじ、足掛け三年、足が地に

つき、足場を固め発足した。

出足は好調、今や脚光を浴び

るほど。満足、充足、足跡残

して何の不足もありません。 

 

 

 



 

上手
か み て

には上手
じょうず

な

手強い
て ご わ い

 名手
めいしゅ

 

手練
て れ ん

手管
て く だ

の腕
うで

自慢
じ ま ん

 

下手
し も て

から下手
へ た

な 

手を下す
く だ す

 下手人
げしゅにん

 

後ろに手が回る 

 

手が上がる手に帰する手に掛かる手に掛ける手足を伸ばす手が空く手が後ろに回る手が塞がる手
が付けられない手が届く手がすく手は見せぬ手が無い手も足も出ない手癖が悪い手が長い手が入
る手が早い手に手を取る手心を加える得手に帆を揚げる手玉に取る手取り足取り手に汗握る手に
落ちる人手に渡る手に取るよう手をつなぐ手が焼ける手に渡る手に乗る手に入る手の施しようが
ない手を上げる手を合わせる手を借りる手にする手を切る手を下す手を分かつ手を加える手を拱
く手を袖にする手を染める手を差し伸べる手間隙いらず手を出す手を握る手を広げる手中に収め
る手を延ばす手を汚す手を離れる手を緩める手打ち手打ちあわわ手を煩わす上手に出る上手を行
く王手をかける猫の手も借りたい手を束ねる引く手あまたお手の物片手落ち手が要る下手に出る
押しの一手大手を振って其の手は桑名の焼き蛤その手は食わない手を鳴らす 手を替え品を替え
六十の手習い手を下げる手がこむ手が切れる手を引く手が付かない手が空けば口が開く手が離れ
る手を空ける手が有る手綱を締める手が付く小手を翳す手を揉む手に汗を握る手の切れるような
手が入れば足も入る諸手を挙げて濡手で粟手が悪い手と身になる手に合わない手を結ぶ手になる
手 を反す痒い所に手が届く手の内に丸め込む掌を返す手が回る手の舞い足

の踏む所を知らず手の奴手を回す足の乗り物手 を掛け
る手八丁口八丁手もすまに手を掻く手を 砕
く手を組む手を締める手塩に掛ける手
刀を切る手を支える小手が利く手
を翻せば雲となり手を覆せば雨と
なる手を突く手を携える手を取
り合う手を取る手を束ね膝を屈
む手目を上げる手底の玉手中に
帰する手一杯手をよく人手に掛け
る手を摺る手の内の珠手水を使う

手書きあれども文書きなし手を通す手
も無く手盛りを食う触手を伸ばす手薬煉

ひく手車に乗せる手鍋下げても手前手の裏を返 す 
胸糞が悪い胸が痛む胸がすく胸がつかえる胸が潰れる胸が晴れる 胸 が
焼ける 胸に納める胸に刻む胸に迫る胸のつかえが下りる胸を躍らせ
る 胸 を借りる胸を焦がす胸を突く胸を撫で下ろす胸を張る胸が
熱 く なる胸が躍る胸が裂ける胸が騒ぐ胸がつまる胸が轟く胸が
塞 が る胸が悪い胸に当たる胸に一物胸に落ちる胸に聞く胸にこ

たえる胸に畳 む胸に手を置く胸の痞えが下りる胸の火胸の病胸拉ぐ胸塞
がる胸を貸す胸 を摩る胸を叩く胸を弾ませる胸をふくらませる胸を病む胸を
割る胴が据わる胴 を据う腹を決 める茶腹も一時腹が居る自腹を切る
腹が太い腹が北山 腹が癒える 腹が痛む腹が膨れる腹を立てる腹
蔵無い腹を固める腹 が来た腹が 下る腹が据わる腹に一物腹がで
きる腹に収める腹を召す腹は借り物腹を 割る腹を括る腹も身の内腹を読
む腹を合わす腹を痛める腹を切る腹を抱 える腹を下す腹も一時腹を拵え
る腹が黒い腹を肥やす腹を据える腹を捩 る腹に落ちる腹を探る湯腹悪し
腹の虫がおさまらない腹の虫の小腹が立 つ腹筋を縒る痛くもない腹を探
られる腑が抜ける腑に落ちない私腹を肥や す腹が大きい腹に 据えかね
る腹心を布く御中を痛める腹の居所腹筋を切 る馬の背を分ける 背 筋 が
寒くなる眼光紙背に徹する背負って立つ背が立つ背に腹はかえられぬ背中を向 ける背
負い投げを食う項背相望む腰が砕ける腰が重い腰が強い腰が抜ける腰が低い 腰 を
掛ける腰を浮かす腰を上げる腰が弱い腰を落ち着ける及び腰になる腰が軽 い
腰が高い腰が立たない腰が入る腰に梓の弓を張る腰を入れる腰が据わる 腰
を据える腰を折る腰を屈める腰を割る高腰を掛く本腰を入れる尻馬に乗
る尻が青い尻が暖まる尻が重い尻が軽い尻が来る尻がこそばゆい尻が長
い尻が割れる尻毛を抜く尻に敷く尻に帆を掛ける尻を上げる尻を落ち着
ける尻を据える尻を叩く尻をまくる尻を持ち込む目尻を下げる尻の穴が
小さい言葉尻を捕らえる尻の穴が狭い尻の毛を抜く尻を捲る尻を割る尻から抜ける尻に火がつく
尻の毛まで抜かれる尻も結ばぬ糸尻を絡げる尻を拭う尻を端折る尻を振る体を壊す体を張る体を
成す這這の体名は 体を表す体があく体が続かない体で覚える体を売る体
を惜しむ体を粉に する体もない体を躱す体をなす体を引く骨が折れる骨
抜きにされる骨身 にこたえる骨身に沁みる骨身を惜しまず骨身を削る骨
を埋める骨を惜し む骨を折る骨を拾う馬の骨恨み骨髄に徹する気骨が折
れる骨肉相食む換 骨奪胎骨と皮骨に泌みる骨に徹する骨になる骨の髄ま
で骨までしゃぶる骨を刺す骨を抜く骨を休める筋骨を抜かれたよう筋骨を抜く骨髄に入る骨髄に
徹する骨髄に徹る骨髄を砕く積毀骨を銷す臍で茶を沸かす＝臍が宿替えする臍を噛む＝臍を噬む
臍を曲げる臍を固める心を入れ替える心の欲する所に従えども矩を踰えず怒り心頭に発する心臓
が強い心臓に毛が生えている心入る心内にあれば色外にあらわる心後る心重し心及ぶ心を一にす
る心が痛む心が動く心が通う心が騒ぐ心弾む心が乱れる心利く心ここに有らず心知る心好く心付
く心解く心に浮かぶ心に懸かる心に懸ける心に適う心に刻む心に染まぬ心に染む心に付く心に留
める心に残る心に任せる心配もない心肝を砕く心外？安心？心が晴れる心身ともに疲れた 終り 

突きつけた 
「胸先三寸」 
納めておくのは 
「胸三寸」 
一攫千金 
胸算用 

腹に一物 
背に荷物 

背に腹は代えられぬ 
太っ腹は腹立てず 
ヘソが茶を沸かし 

出腹に出臍 
抱腹絶倒 
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立てた小指が「私はこれで
失敗」立てた親指「俺は

Good だよ」腰を曲げた人
差し指「私はこれで捕まっ
た」太った薬指「指輪が抜
けません」のっぽの中指

「突き指をした」 

 

 


